
　
再
生
医
療
分
野
で
新
た
な
商
機
が
生
ま
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
再
生
医
療
や
細
胞
治
療
に
用
い
る

製
品
に
薬
事
制
度
の
特
例
「
条
件
・
期
限
付
き
承

認
」
を
適
用
す
る
「
医
薬
品
医
療
機
器
法
」

現

薬
事
法

な
ど
再
生
医
療
の
安
全
性
確
保
と
実
用

化
促
進
を
狙
っ
た
新
し
い
規
制
・
制
度
の
運
用

が
、

月
ま
で
に
始
ま
る
た
め
だ
。
こ
れ
を
に
ら

ん
で
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
が
、
再
生
医
療
関

連
ビ
ジ
ネ
ス
の
事
業
化
に
向
け
た
準
備
を
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
て
い
る
。
再
生
医
療
の
実
用
化
で
先
行

す
る
欧
米
な
ど
へ
の
巻
き
返
し
が
期
待
さ
れ
る
。

再
生
医
療

ビジネス本格化へ

　
条
件
・
期
限
付
き
承
認

制
度
は
臨
床
試
験

治

験

で
安
全
性
や
一
定
の

治
療
効
果
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
治
験
の
症
例
数
が
少

な
く
て
も
早
期
に
薬
事
承

認
を
与
え
、
そ
の
後
の
使

用
実
績
を
み
て
正
式
に
承

認
す
る
仕
組
み
。
生
き
た

細
胞
を
培
養
加
工
し
て
作

製
す
る
た
め
、
品
質
や
効

果
を
安
定
さ
せ
る
の
が
難

し
い
と
い
う
再
生
医
療
製

品
の
特
性
を
踏
ま
え
た
も

の
で
、
施
行
さ
れ
れ
ば
薬

事
承
認
の
ハ
ー
ド
ル
が
一

気
に
下
が
る
。

　
再
生
医
療
や
細
胞
治
療

に
用
い
る
細
胞
の
培
養
加

工
を
医
療
機
関
が
外
部
へ

委
託
す
る
の
を
認
め
る

「
再
生
医
療
等
安
全
性
確

保
法
」
も
、

月
ま
で
に

施
行
さ
れ
る
。
従
来
は
医

療
機
関
だ
け
に
限
ら
れ
て

い
た
が
、
こ
れ
で
細
胞
の

受
託
加
工
と
い
う
新
し
い

事
業
領
域
が
生
ま
れ
る
。

　
産
業
界
で
は
、
こ
れ
を

に
ら
ん
だ
動
き
が
活
発
化

し
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ネ
ッ

ト
は
が
ん
治
療
を
目
的
と

す
る
免
疫
細
胞
の
加
工
品

で
条
件
・
期
限
付
き
承
認

の
申
請
に
取
り
組
む
新
会

社
「
メ
ド
セ
ル
」

東
京

都
世
田
谷
区

を
先
ご
ろ

創
設
。
メ
デ
ィ
ネ
ッ
ト
本

体
は
免
疫
細
胞
や
幹
細

胞
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

人
工

多
能
性
幹
細
胞

の
培
養

加
工
を
受
託
す
る
サ
ー
ビ

ス
に
乗
り
出
す
た
め
、

億
円
を
投
じ
て
新
し
い
細

胞
加
工
施
設
を
、
２
０
１

４
年
中
に
東
京
都
品
川
区

に
開
設
す
る
。

　
テ
ラ
も
免
疫
細
胞
の
一

種
「
樹
状
細
胞
」
を
応
用

し
た
ワ
ク
チ
ン
で
、
条
件

・
期
限
付
き
承
認
制
度
を

活
用
す
る
方
針
。
１
月
に

設
立
し
た
新
会
社
「
テ
ラ

フ
ァ
ー
マ
」

東
京
都
港

区

を
通
じ
、
す
い
臓
が

ん
を
対
象
に

年
ま
で
の

承
認
取
得
を
目
指
す
。
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
網
膜

再
生
技
術
の
開
発
を
手
が

け
る
ヘ
リ
オ
ス

東
京
都

中
央
区

と
共
同
で
、
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
を
「
ナ
チ
ュ
ラ

ル
キ
ラ
ー
細
胞
」
と
い
う

免
疫
細
胞

へ
分
化
さ

せ
、
が
ん

の
治
療
に

生
か
す
技

術
の
開
発

に
も
取
り

組
ん
で
い

る
。

　
セ
ル
シ

ー
ド
は
網

膜
疾
患
な

ど
の
治
療

を
目
的
と

す
る
細
胞

シ
ー
ト

膜
状
に

培
養
し
た

再
生
医
療

用
の
細
胞

加
工
品

で
条
件
・
期
限

付
き
承
認
を
申
請
す
る
の

に
先
立
ち
、
研
究
機
関
を

対
象
と
し
た
細
胞
シ
ー
ト

の
受
託
加
工
に
乗
り
出
す

方
針
。
再
生
医
療
の
臨
床

研
究
に
細
胞
シ
ー
ト
を
活

用
し
て
も
ら
い
、
品
質
管

理
や
品
質
評
価
に
関
す
る

知
見
を
蓄
え
る
狙
い
だ
。

　
ジ
ャ
パ
ン
・
テ
ィ
ッ
シ

ュ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

Ｊ
―
Ｔ
Ｅ
Ｃ

も
、
細

胞
の
受
託
加
工
進
出
に
向

け
た
設
備
増
強
を
進
め
て

い
る
。

　
細
胞
の
培
養
加
工
に
使

う
装
置
や
試
薬
な
ど
の
分

野
で
も
、
動
き
が
活
発
化

し
て
き
た
。
味
の
素
が
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
を
効
率
的
に
大

量
培
養
で
き
る
培
地
、
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
の
感
染
症
リ
ス

ク
を
低
減
で
き
る
培
養
液

を
そ
れ
ぞ
れ
慶
応
義
塾
大

学
、
京
都
大
学
と
共
同
開

発
す
る
な
ど
新
規
参
入
が

相
次
い
で
い
る
。
経
済
産

業
省
の
研
究
会
が
行
っ
た

試
算
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら

周
辺
産
業
を
含
む
日
本
の

再
生
医
療
市
場
は
、

年

の
２
６
０
億
円
か
ら

年

に
は
３
兆
８
０
０
０
億
円

ま
で
広
が
る
。

　
政
府
部
内
で
は
再
生
医

療
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
本
格

始
動
を
に
ら
み
、
治
療
に

携
わ
る
医
師
や
細
胞
加
工

業
者
を
対
象
と
す
る
民
間

保
険
の
整
備
に
向
け
た
検

討
が
進
ん
で
い
る
。
培
地

・
試
薬
や
培
養
装
置
で
国

際
競
争
力
の
あ
る
ベ
ン
チ

ャ
ー
を
育
て
る
た
め
の
支

援
策
に
も
取
り
組
む
方
針

で
、
こ
れ
ら
の
周
辺
産
業

分
野
で
も
今
後
、
新
規
参

入
が
活
発
化
し
そ
う
だ
。

　安倍晋三政権が今後の成長産業として期待する
健康・医療分野の研究開発で、政府横断の司令塔
組織が誕生する。関係各省が所管する医療関連の
研究開発予算を一元的に管理し、革新的な医薬品
・医療機器や再生医療などの研究開発プロジェク
トに重点投資する独立行政法人「日本医療研究開
発機構」だ。米国で同様の役割を果たす国立衛生
研究所（ＮＩＨ）になぞらえて、一般に「日本版
ＮＩＨ」と呼ばれる新しい組織が、医療関連産業
の国際競争力強化に向けて果たす役割は大きい。

健康を支える医薬品革新的技術に期待日本医療研究開発機構
政
府
横
断
の
司
令
塔
組
織
世
界
最
高
水
準
目
指
す

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ２月２５日 火曜日 　　

　
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構

は
内
閣
府
の
監
督
下
に
置

き
、
首
相
、
文
部
科
学
相
、

厚
生
労
働
相
、
経
済
産
業
相

が
所
管
す
る
。
政
府
は
２
０

１
５
年
４
月
の
創
設
に
向

け
、
今
通
常
国
会
で
の
設
置

法
成
立
を
目
指
す
。

　
ま
た
政
府
は
研
究
開
発
の

推
進
に
関
す
る
基
本
的
枠
組

み
を
定
め
る
「
健
康
・
医
療

戦
略
推
進
法
」
も
今
国
会
で

成
立
さ
せ
た
い
意
向
。
法
案

に
は
、
基
礎
か
ら
実
用
化
ま

で
の
研
究
開
発
を
一
貫
し
て

推
進
し

世
界
最
高
水
準
の

医
療
の
提
供

健
康
長
寿
社

会
の
形
成
に
資
す
る
新
産
業

の
創
出
と
海
外
展
開
の
促
進

―
を
通
じ
て
日
本
経
済
の
成

長
に
資
す
る
と
の
基
本
理
念

を
明
記
。

　
そ
の
上
で
政
府
が
施
策
大

綱
と
な
る
「
健
康
・
医
療
戦

略
」
を
、
首
相
が
本
部
長
を

務
め
る
「
健
康
・
医
療
戦
略

推
進
本
部
」
が
具
体
策
と
な

る
「
医
療
分
野
研
究
開
発
推

進
計
画
」
を
ま
と
め
る
な
ど

の
手
順
を
盛
り
込
ん
だ
。
新

法
人
は
こ
れ
ら
の
戦
略
や
計

画
に
沿
っ
た
研
究
開
発
の
取

り
組
み
で
、
中
軸
を
担
う
組

織
と
な
る
。

　
日
本
版
Ｎ
Ｉ
Ｈ
構
想
が
浮

か
ん
だ
背
景
に
は
予
算
が
文

科
省
や
厚
労
省
、
経
産
省
に

分
散
し
、
効
率
的
に
運
用
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
製
薬
業

界
な
ど
の
指
摘
が
あ
る
。
文

科
省
は
主
に
科
学
的
探
究
を

目
的
と
す
る
基
礎
研
究
、
厚

労
省
は
臨
床
へ
の
応
用
に
向

け
た
研
究
、
経
産
省
は
製
品

化
・
産
業
化
の
た
め
の
研
究

と
い
っ
た
具
合
に
３
省
が
そ

れ
ぞ
れ
固
有
の
政
策
課
題
に

力
点
を
置
き
、
互
い
の
連
携

が
希
薄
だ
と
い
う
。

　
も
と
も
と
政
府
が
医
療
分

野
の
研
究
開
発
に
振
り
向
け

る
予
算
は
約
２
０
０
０
億
円

と
、
米
Ｎ
Ｉ
Ｈ
が
扱
う
予
算

規
模
３
兆
円
を
大
き
く
下
回

る
。
縦
割
り
行
政
の
中
で
各

省
が
少
な
い
予
算
を
奪
い
合

っ
て
い
た
の
で
は
、
研
究
開

発
力
が
削
が
れ
か
ね
な
い
と

い
っ
た
懸
念
が
あ
る
。
日
本

の
製
薬
産
業
や
医
療
機
器
産

業
は
輸
入
品
に
押
さ
れ
て
お

り
、
厚
労
省
の
薬
事
工
業
生

産
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
医

薬
品
は

年
時
点
で
約
２
兆

６
８
０
０
億
円
、
医
療
機
器

も
約
７
０
０
０
億
円
の
輸
入

超
過
だ
っ
た
。
貿
易
不
均
衡

の
是
正
に
は
、
商
品
開
発
力

の
底
上
げ
が
欠
か
せ
な
い
。

　
一
方
で
、
医
薬
品
や
医
療

機
器
の
市
場
は
国
内
外
と
も

今
後
、
高
齢
化
に
伴
う
急
拡

大
が
見
込
ま
れ
、
期
待
の
成

長
分
野
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

日
本
の
大
学
な
ど
が
手
が
け

る
基
礎
研
究
に
は
、

年
に

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
賞
を

受
賞
し
た
山
中
伸
弥
京
都
大

学
教
授
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

人

工
多
能
性
幹
細
胞

な
ど
世

界
的
に
優
れ
て
い
る
も
の
が

多
い
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果

を
臨
床
開
発
、
実
用
化
、
産

業
化
へ
と
切
れ
目
な
く
つ
な

げ
る
仕
組
み
を
政
府
横
断
で

つ
く
り
、
日
本
発
の
革
新
的

な
医
薬
品
・
医
療
機
器
や
再

生
医
療
製
品
な
ど
を
生
み
出

そ
う
と
い
う
狙
い
だ
。

　
だ
が
、
課
題
も
あ
る
。
一

つ
は
新
し
い
薬
な
ど
の
臨
床

研
究
や
臨
床
試
験
に
携
わ
る

人
材
が
少
な
い
こ
と
だ
。
日

本
の
医
学
界
で
は
学
術
と
し

て
の
基
礎
研
究
に
比
べ
、
臨

床
研
究
や
臨
床
試
験
に
対
す

る
評
価
が
低
い
と
い
う
事
情

が
背
景
に
あ
る
。
政
府
予
算

だ
け
で
な
く
、
民
間
投
資
を

ど
う
誘
う
か
と
い
っ
た
問
題

も
あ
り
、
革
新
的
な
医
薬
品

な
ど
の
開
発
・
実
用
化
に
向

け
た
道
の
り
は
決
し
て
平
た

ん
で
は
な
い
。


